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業 と 消 費 者 の コ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン ・ シ ス テ ム に

関 す る 総 合 研 究 －H    B   I    B    （H 。４　E ムruC、卜 旨I し々 召心i九＆ぶS　 ）‘7）実 態m 査 と 育 成 二 を は じ

め た 。 本 研 究 は そ の 一 環 と し て 日 本 全 国 の 都 道 府 県 レ ベ ル で の 消 費 者 セ ン タ ー で 活 躍 し て

い る 職 員 等 に つ い て の 実 態 調 査 で あ0    , 就 中.    家 政 学 出 身 者（ﾄt ∂me　]l＆･f.ﾀ7tt''lSな〉<r）活R  状

況 を 浮 き ぼ り に し ょ う と す る も の で あ る。 方 法 と し て は ， 経 済 企 画 庁 編^地l方 消 費 者 行 政丿

大 蔵 省 印 刷 局 ， 国 民 生 活･e  シ タ ー 綬「全 国 消 費 者 生iS  -b  ゙ タ ー 名 ≫」等 を 参 照 し て・ 日 本 全 国

の 都 道 府 県 レ ベ ル で の 消 費 者 セ ン タ ー≫ の 全 数 を 対 象 に しT   , そ こ に 働 く 職 員 等 約1000 名

に 対 し て 郵 送 法 に ょ るえ 皆 調 査 を 行 っ た 。 調 査 項 目 と し て は の 所 属 機 関 名 尹 所 在 地声 電 話

番 号μ）氏 名 濤 性 別 澱 年 令 謳 地 位 功 常 勤・ 非 常 勤 ⑦ 業 務 内 容 ＠ 最 終 学 歴 回 専 攻 分 野＠ 現 職 を

選 んti  iS 機 心）現 職 に 対 す る 満 足 度居 不 満 の 要 因 か 結 婚 の 有 無（が）子 供 の 有 無 印 現 職 の 就 業 年

数 四 現 職 に 就 業 し た 時 の 年 令（ 初 任 ， 再 任 ）図 現 職 以 外 の 職 歴 の 有 無＠ そ の 職 暦 と 年 数

g）現 在 の 立 場 か ら 大 学 や 餐 成 所 に 対 し て カ リ キ ュ ラ ム そ の 他 で 具 申 し た い 事 柄 や 希 望 が あ

れ ば 具 体 的 に お 書 き 下 さ い（ 例｡え ば 役 立 っ た 科 目 ， 取 入 れ て ほ し い 科 目 ， 卒 業 後 ど ん な 勉

強 を し た か な ど ‥‥) 問 今H     BIB の 存 在 意 義 と 今 後 の 可 能 性 に つ い で ＠ こ=れ か ら の 家 政 学

の あ り 方 に つ い て,    （ 婦 人 の 職 業 と あ わ せ て ）く９ 仕 事 を し て い く 上

ｙ
の 意Hi に つ い て （ 例

え，ば 消 費 者 運 動と　セ ン タ ー 職a と の 関 係 な ど....) 等 に つ い て ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 いI    B   U

カ ー ド にInput し 単 純 集 計 ， ク ロ ス 集 計 ， 多 次 元 集 計 を 行 う 。
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